
15 0m'i ( 1訴座についての面積 )×5+100,ml(実験講座であるための加算面横)×5+

150が (文部省基準による1学科vcついての面積 )×5(学部内の学科数 )×5/52(文部省

設置基準5学科に対 し,学部内では実際上 9学科の扱いをしているので,学科配分の面積を学部

内全言祝室数に按分して各科の割当に加えたもの )i-8201杭 これから共通部分(廊下, トイレ等

の分)として一審に5割(246;･7BJ)引き,さらに共通講義室 (全学部で講義室を6室設け,5

階のフロアVC集めた)分-の供出として100･1がをひいて,474珊Eが地理学科の部屋として使

える割当｡最終決定によると.教官研究室4,実験室5,計測室 1.製図室1,図書室 1,準備

助手室1,演習室1,家生控室 1を設け,計4509が (実験講座から在るI.ul理は,教育 ｡体育に次

いで総画横が大きい方73:ので, 修正のさいに基準よ924が減と怒った )ちなみに現在の地理学

科は,学部内でも広いl'-JB地をもっているといわれるが.講義室を除くと59DmEである｡ (最近

加えた2階の標本室とも)O

紙面の割当をすでに超過しているので詳細に記すことができろ:いのは残念である｡ 今年秋頃には

南門の前に8階建の鉄骨が組上がると思うが,現物をどらんに入れる段階で,また訓明をする機会

をもちたい｡

いま完工後ucついて心配をしてV,ることは,各部屋の配置は果して適切であったか,南面の部屋

は騒音 と風塵qcなやせされるのではかハか,机や書棚は当分現在の もので間に合わすことにな りは

しをいか,学生控室の適切な利用がなされるだろうか,非常の場合の対策は万全か,等々である｡

とかく物事は上首尾VCいってもともとで,失敗があれば責任を負わされることVCなっている｡いせ

もひびいてくるくい打ちの音を聞きなが ら,部厚い現場の設計図を前にして,予想外の ミスをふ く

んでいるか もし九をい新校舎の完成像を頭に描 くO

マ イ ソ ー ル の エ キ ス カ ー シ ョ ン

式 正 英

もう2年 も前のことに在るが,南イン ドの旅の-的を紹介することにしよう｡ マイソールはマイ

ソール州の旧都 で壷王の荘鹿を宮殿があ9,マイソール大学 もある. ｢デカン半島の.地形発達史｣

と｢計量槌理学｣の2つのシンポジウムがこの大学の地理学教室で据催された｡ゆるやかを起伏vc
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赤褐色土が点々と露出する緑の芝草の広いキャンパスの一隅に,二階建ての蛇埋草教室が独立 して

ある｡上下で合計 15室位の建物で あD.この中で同時に2つの国際シンポジウムが鋸けるのだか

ら,少 くとも本教室の2倍の規模は持っていることにをる｡主任は合衆国メリーラン ド大学で助手

をしていたミスラ教授で, 1950年生れの気鋭の学者である｡

地形のシンポジウムは始めバンガロール大学で鮎かれる筈であったが, グラデュエート｡コース

を持たをい同大学では.お荷物vcをったためか,設備の整ったマイソール大学に会場が移された｡あ

とで考えるとミスラ氏は大御所チャタジー氏 (Ⅰ.G.U.会長 )のナショナル .ア トラス校閲vc

も在私したことがあるので,同氏の尻押 しがあったか も知れをい｡Vlずれにしろマイソールで過ご

す問に,マイソール大学の閲係者や出席した東西各国人と親しくなることがで きた｡所詮,国際学

会はシンポジウム出席に意義があるとつ くづ く思 う｡

12月 11日,シンポジウムのIit壬演の方は夜るべ く早々にく9あげて,郊外のエキスカーション

に出かけようと地形学の泰斗ルイ教授 (西 ドイツ)の提案vc皆賛成し,乗用車を借9集めて出発す

ることに怒ったOチャムンデイ丘は街の南にある比高200mほどの丘陵である｡丘頂の一角vcは

山頂集落があり, ヒンズー教の巨大夜怪奇が 苔が肇えている｡半乾燥気候であり,花尚片麻岩から

成ることもあって丘陵は谷の発達に乏しく,胴体山風ともいえる老年山形管主 している｡その鑑部

には516度vE緩傾斜したペディメント(岩石扇状J旭)が付着 している｡ペディメントの地先は,

うねうねと拡がる小起伏の結晶片岩から成る準平原に推移しているb 70才のルイ教授は母国から

持参したノ､ンマ-片手vc.轟の中や井底をのぞいて風化層の深さや基盤の位置を確かめに飛び歩隻

実VE熱心である｡

つまりこのペディメントは娩丘と隆起準平原Egiとの投合部vcあD,残丘斜面はペディメントとは

不連続的に急qcそゝり立っているr 叛丘斜面から流出する河谷は夜いのだから,紀体にうける陸上

削制作用vE:よって,次第に残丘斜面が後退 し,その跡 にペディメン トが遺されるのであろう｡云う

在れば地層階段のエスブラネ- ドの形成にも似た洗食のメカニズムが考え易い｡さ う云えばデリー

の会場でチエッコのデメク氏等vcよって,ペディメント形成作用vcついてしきりq7:論ぜられていたO

隆起準平原を形成 したペネプラネーションに対 して,ペデイプラネーションは現在進行中であD.

相対的に新 しい営力を訳である｡

12月12日.午前9時ホテルにバスが迎えに来る｡今日のエキスカーションは賑やかで陽気を

イン ドの先生達や学生が多数同行する｡隆起準平涙を下流側から刻んできた回春谷に懸る壮大をシ

ヴァサン ドラムの滝まで行 く約20OK叫 1日がか Dの道程である｡準平原上に拡がる収独jUjの水

田や赤土の畑にたつ痩せた桑の樹など,沿道の興趣 も日本 と比べて尽きないものがある｡静か夜死
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んだ椋を廃村のクルカッ ドに着く｡

この村落の背後vcはコウベ リ川の右岸から移動 してきた河畔酸丘が迫っている｡ コウベリ川の水

源は西ガ-ツ山脈の比較的雨量の豊富を場所にあるため,半乾燥地城を流れる川としては流量は大

きい｡ しかし隆起準平原上を流れるのだから.河畔の沖積地の巾は狭 く限 られている｡ しか しグル

カッ ドの砂丘は高さが20-50mもあD,その占める面積もか夜9大 きいのだから磨 きである｡

砂丘は花尚岩賓の白い細砂か ら成 9,砂丘表面は薄vlがもはや赤褐色vc酸化されている｡砂丘は川

の右岸す夜わちこゝでは東側だけVCみ られる｡ その形成原凶をめぐってカレッジ講師のケン,1ナ氏

とペール氏が侃 々諾々の議論を始めた｡片や南西モンスンの影響だと云い,片や河道が西VC移動 し

て旧河道が東に遺された所為だと云 う｡双方の原因とも両立すると思うのだが.互いVC自説を守っ

てゆずる様子qj:をかった｡

砂丘の頂陵から西に少し降った所に, 12世紀の厄適 のヒンズー教寺院が砂に埋もれてい る｡ 1

4-15世紀vc自然uc埋まり,現在は掘 Dかこされて建物の上半部が顔を出しているO 中央アジア

の ロブノール付近の鮫丘に埋 もれた楼蘭の廃鉦 もか くやと想いをめぐらす程に印象的を風景である｡

砂丘はその後安定 して低木や高木がまばらに生えている｡その内の一つ,肉厚の広い糞のむらがる

蔭に,例の三 日月型の独特の葵をみつけた｡ カシューナッツが砂丘に生える植物の実であることを

この時始めて知った｡

イ ス タ ン ブ ー ル と ユ ス キ ュ ダ ル

正 井 泰 夫

1970年4月初句 ヨーロッJl'-の旅の途中,イスタンブールとユスキュダル (クスクダラ)

に立ち寄った｡ ｢アジ7-の門戸｣を見たかったからであるO

テ-ランか ら飛行機でアナ トリアの上空を飛ぶと,まだ雪をいただいた高山が,赤茶けた大地の

中vc聾えているのが見えるb赤い屋根の多いイスク/ブールに近づ くと,風景は地中海式に変わる.

イスタンブールの望涯は,チ-ランの悠々として尊大を感 じとは違って,fUi中海の華やいだ零囲気

で一杯であったO

着いてすぐ.ボスポラス海峡を渡ってユスキュダルへ｡ 2ロ八乗Dの小型船で波ったのだが,行

先がUsk･udarと書いてあったので, ｢エスキュダル ?｣と聞いて, とび乗ったのである｡
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